
消防活動状況（平成28年9月）

救急出場件数…………………… ５29件（5,062件）
搬送人員………………………… 483人（4,682人）
火災件数……………………………… 4件　　 （28件）

（　）は平成２8年１月からの累計。

防災一口メモ

平成28年10月1日　　　　　　　　　　　前月比
人　口　　　 １２２，３８１人　　　　　＋７６
　男　　　　　　６１，３７９人　　　　　＋４２
　女　　　　　　６１，００２人　　　　　＋３４
世帯数　　　　 ５０，１２２戸　　　　　＋６０

うるま市の人口

市の情報を毎月5日に
配信します。友だち登
録は左記のＱＲ、また
は公式アカウント検索
で「沖縄県うるま市」
と検索ください。

広報紙を電子書
籍で閲覧できる
アプリです。左
記のＱＲコード
よりダウンロー
ドください。

市公式 L I N E アプリ マチイロ

ご寄付ありがとうございます。
うるま市育英会へ
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　様　（字具志川）より、５万円の寄付
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　様　(字平良川）より10万の寄付

うるま市社会福祉協議会へ
☆沖縄県農業協同組合　与那城支店　様より4,957円の寄付
☆前
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秋　様　（与那城屋慶名）より５万円の寄付
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　様　（字平良川）より10万円の寄付

～ちょっとした応急手当て術～  やけど編
やけどには熱や化学物質が原因のものがあり、やけどの

原因・深さ・広さで手当が変わります。
・水道水等のきれいな流水をかけ続け、痛みが軽くなるま

で10分以上冷やしましょう。
・痛みの感じない白いやけどや水ぶくれのできたやけど

は、水ぶくれをやぶかない様にして市販薬やアロエ等を
使わず、病院へ行くか救急車を呼びましょう。

・氷や氷水で冷やす時は低体温症や凍傷等に気を付け、冷
やす時間を調節しましょう。（冬季の流水も含む）

・熱によるやけどは衣類は脱がず、化学物質によるやけど
は衣類を脱いだあと冷やしましょう。

・火事など、火の近くで熱い空気や煙を吸ってしまった時
は、救急車を呼びましょう。

自主防災組織について
自主防災組織を結成するためには、地域住民の理解

と協力を得て自発的な参加を促すことが必要不可欠で
す。無理せず継続的に参加できることも重要です。

うるま市では、32自治会30団体（平成28年10月現在）
の自主防災組織が自治会を中心に結成され、災害に備
えた活動に取り組んでいます。

今年５月に、土砂災害警戒区域を対象に土砂災害避
難訓練を実施し、炊き出し訓練を行いました。

防災訓練の取り組みとして、地域の運動会、レクリ
エーションと連動させたり、炊き
出し訓練とバーベキューと組み合
わせるなどして、楽しく家族ぐる
み参加できる訓練を行い「共助」
を育てる訓練が望ましいと考えて
います。

平成28年度コミュニティ活動促進事業
公益社団法人 沖縄県対米請求権事業協会では地域

住民が自主的に行うコミュニティ活動の充実を図るた
めに必要な備品等の購入に
対し助成を行っています。

今 年 度 は 新 赤 道 自 治 会
で、屋外イベントに使用で
きるワイヤレスアンプ等の
整備が行われました。

地 域 で40年 続 く 夏 祭 り
等の行事の更なる盛り上が
りが期待されます。

広報紙の配達に関するお問い合わせは各自治会まで

【お問い合わせ】市民恊働課　☎９７３−５４８７
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